
　
国
は
、
人
口
減
少
・
少
子
化
・
超
高
齢
化
を
克

服
す
る
べ
く
「
地
方
創
生
・
１
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
」
に
向
け
て
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
方
の
活
力
を
よ
り
引
き
出
す
為
に
は
、
国
・
都

道
府
県
・
市
町
村
の
役
割
分
担
を
よ
り
一
層
明
確

に
し
、
地
方
分
権
や
広
域
連
携
の
推
進
な
ど
を
着

実
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
今
後
は
本
市
に
お
い
て
も
将
来
人
口
が
減
少
に

転
じ
る
見
込
み
で
す
。
本
格
的
な
超
高
齢
化
・
少

子
化
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
施
策
や
事
業

の
展
開
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
実
現
、
東
京

圏
か
ら
の
移
住
定
住
促
進
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
、
交
通
未
来
都
市
う
つ

の
み
や
の
確
立
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
同

時
に
、
一
層
の
財
源
確
保
や
施
策
・
事
業
の
選
択

と
集
中
を
図
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
宇
都
宮
市
の
平
成

29
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
「
未
来
型
都
市

（
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
）
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
据
え
、
今
回
、
11
の
最
重
点
要
望
事
項
、
38
の

重
点
要
望
事
項
及
び
41
の
要
望
事
項
を
佐
藤
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
事
項
が
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

★市政全般／最重点要望事項
◆人口減少・少子化社会へ向けた子育て環

境の更なる整備充実及び女性活躍の推進

◆高齢化社会へ向けた福祉介護政策の底上

げ及び健康寿命延伸策の強力な推進

◆ネットワーク型コンパクトシティの実現

及び立地適正化計画の推進

◆ＪＲ宇都宮駅東側地区再開発の推進及び

西側地区の計画立案

◆ＪＲ宇都宮駅東側区間のＬＲＴ整備計画

に沿った着実な遂行及びＬＲＴ西側延伸

計画の明確化と、これらに伴う投資的経

費の確保

◆ＬＲＴ・バス・鉄道へのＩＣカード導入

及び整合性のある公共交通ネットワーク

の再構築、地域内交通・生活交通の確保

充実

◆中小企業支援による地域経済活性化や企

業（工場・本社機能等）の誘致等による

定住人口増加策強化及び観光政策の充実

等による交流人口増加策の強化

◆経済連携協定や自由貿易協定を見据えた

農業の持続力及び競争力の強化と担い手

の育成

◆度重なる自然災害への対策に向けた強靭

な都市基盤の整備

◆スポーツ・文化の更なる推進と観光・経

済での連携強化

◆新小学校建設に伴う、投資的経費の確保

要望書を市に提出要望書を市に提出

⇒2面に続く



★人口減少・少子化・超高齢化の進行への対応と健康なまちづくり
【重点要望事項】　6項目
◆医療・福祉・介護など地域療養体制の強化充実と人材の確保育成及び地域包括センターの機能強化
◆高齢者の社会活動支援、高齢者スポーツの推進
◆子ども子育て支援事業など子育て環境の整備充実及び病児保育施設の拡充
◆待機児童解消、保育士の確保育成及び保育士保育所支援センターの拡充
◆児童相談所開設の検討
◆東京圏からの移住定住促進
【要望事項】　5項目
●均衡ある医療体制の整備充実
●各種検診受診率向上策の徹底
●地域福祉力の総合的な向上（地域で支える仕組みづくり）
●家族観・結婚観の醸成
●婚活支援の強化及び妊娠・出産・育児までの支援体制構築

★「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成と都市基盤づくり
【重点要望事項】　5項目
◆都市の将来像をイメージした都市機能の誘導と市街化調整区域の整備及び保全
◆ＪＲ宇都宮駅周辺地区整備事業等に伴う投資的経費の確保
◆宇都宮ＩＣ周辺の機能充実と北西部地域の活性化推進
◆宇都宮市スポーツ施設整備計画における北西部体育施設の整備検討及び各種スポーツ施設の安全対策
◆ネットワーク型コンパクトシティ構想に基づく地籍調査の推進
【要望事項】　7項目
●ＪＲ宇都宮駅西口地区整備と中心市街地再開発の推進
●大谷スマートＩＣの設置に伴う周辺整備（交通・環境）
●総合スポーツゾーン供用開始に伴う周辺整備（交通・環境）
●連携中枢都市構想を踏まえた周辺市町との連携協定や政策協定を図る仕組みづくり
●県・近隣市町を含めた公共施設の統廃合・集約化などの検討体制構築
●一条中学校跡地等、公有財産の有効活用
●ＪＲ岡本駅周辺整備及び区画整理事業の推進

★「交通未来都市うつのみや」の確立
【重点要望事項】　4項目
◆ＬＲＴの車両デザインの市民参加
◆ＬＲＴの電停、バス停等と周辺景観のマッチング（トータルデザイン）
◆市民に愛されるＬＲＴとなるような広報活動の充実
◆交通政策と都市政策の一体的融合
【要望事項】　3項目
●高校生など遠距離通学者の支援検討
●バスロケーションシステム導入推進
●県・近隣市町を含んだ交通広域化の検討

★経済環境の変化への対応
【重点要望事項】　6項目
◆産業の国内外競争力の強化、企業誘致及び起業支援などによる産業の創出
◆地元中小企業の活力向上策と雇用の安定及び人材の確保育成
◆適正な公共事業の推進及び品確法運用指針を踏まえた適切な入札制度の運用
◆本市農畜産物のブランド化と販路拡大及び農地の利活用
◆競輪事業活性化、平成29年度中のミッドナイト競輪自場開催及び早期のナイター競輪開催検討、競輪場の老朽化対策
◆地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）を用いた本市の現状と課題の把握及びビッグデータ・オープンデータの利活用
【要望事項】　5項目
●観光コンベンション協会の法人化検討
●インバウンド観光に対応した環境づくり
●中心商店街活性化
●地産地消推進、６次産業化の促進
●中央卸売市場活性化

★安全・安心で環境にやさしいまちづくり
【重点要望事項】　8項目
◆空き家・空きビル・空き地等の適正管理対策と利活用促進
◆地域防災力向上と危機管理体制の強化充実
◆一般住宅の耐震化促進
◆第２エコパーク及び北清掃センター整備の推進とこれらに伴う投資的経費の確保
◆ゴミ分別の推進と廃棄物排出量の抑制及び適正処理の推進
◆特殊詐欺など消費者問題の事前防止、防犯カメラ設置など犯罪防止力の強化
◆各々の地域活動支援と市民団体（河川愛護会等）活動支援強化
◆河川改修の更なる推進及び洪水ハザードマップの更新
【要望事項】　10項目
●消防力強化、消防団員の確保と環境整備
●消防本部の立地検討、老朽化した中央消防署の建替検討
●危険ドラッグ防止活動の強化及び青少年犯罪防止活動の強化
●ＩＣＴによる高齢者見守りや生活支援及び遠隔医療の調査研究
●障がい者の社会的自立支援と地域生活支援の充実
●公共建築物の耐震化・長寿命化の推進及び道路照明等のＬＥＤ化促進
●アセットマネジメント・ストックマネジメントを用いた道路・橋梁・上下水道施設等の維持管理体制強化
●都市緑化の推進と保全及び低炭素なまちづくり
●有害鳥獣被害対策の強化
●公園を含めた自然環境の整備促進

★歴史と個性を活かしたまちづくり
【重点要望事項】　4項目
◆都市ブランド戦略の推進及び戦略的観光事業の推進
◆「ジャパンカップ」「３×３」「プロ野球」など大型スポーツイベントの開催維持及び誘致促進
◆プロスポーツチーム支援
◆スマートＩＣ開通に向けた大谷地区の産業促進とブランド力強化及び情報発信
【要望事項】　4項目
●自転車のまち宇都宮の推進及びまちなかの駐輪場整備と市内サイクリングロードの整備充実
●地域固有の歴史・文化・伝統芸能の活用・保存・継承（山車会館の整備検討や野口雨情旧居の保存など）
●スポーツ・文化事業所管部局の市長部局への移管検討
●スポーツコミッション創設の検討

★たくましい宮っこを育む
【重点要望事項】　5項目
◆知力・体力・道徳力の更なる向上及び心豊かで人や故郷を思いやる精神の育成
◆自動車・自転車に加え、路面電車等の交通安全教育の実施
◆通学路の安全確保及び交通危険個所の安全整備
◆公立小中学校の老朽化対策
◆インクルーシブ教育の周知徹底と推進
【要望事項】　7項目
●宮っこステーション事業の推進
●滞納対策
●全国学力調査結果の有効活用検討
●ＩＣＴ教育の推進
●いじめゼロ運動の強化、青少年健全育成
●学校関係補助要員の増員検討
●親学の更なる推進

⇒1面から

　自由民主党議員会は９月20日、計

画が進むＬＲＴルートの現地視察を

行いました。

　東側優先ルートの始点のＪＲ宇都

宮駅から芳賀町方面に向け、市計画

沿線の周辺環境などを視察しました。

　市民の方から本紙をはじめとする当会の活
動等に関する数多くのご意見・ご要望等が寄
せられています。下記にその一部をご紹介し
ます。

・ＬＲＴが開通したら一番乗りしたい。市民
の夢を広げるＬＲＴが一日も早く実現する
ことを心から望んでいます。
　　　　　　　　　　　　　（20代　男性）
・国土交通省が宇都宮市のLRT計画を認定し
ました。喜んでいます。この先も頑張って
ください。全国の都市が注目していると思
います。　　　　　　　　　　（一市民）
⇒事業は着実に進んでいます。計画が遅延
することがないよう、一層努力してまい
ります。
・買い物に行くにもバスがなくて困っていま
す。高齢者が住みやすいまちづくりをお願
いします。　　　　　　　（70代　男性）
⇒地域内公共交通の整備に一層努力してま
いります。
・作新学院が全国高校野球大会優勝。パレー
ドがないと聞いて残念でなりません。議員
のみなさんで何とかなりませんか。（女性）
⇒全く同感ですが、日本高等学校野球連盟
の方針なので仕方がありません。選手が
市役所を訪れた際、旗を振って健闘を称
えました。
・待機児童問題は解決していない。特に街中
が不足している。　　　　（30代　女性）
⇒ご要望に応えられるよう整備充実に努め
てまいります。

　今後とも、多くのご意見・ご要望をお寄せ
ください。



　
―
長
野
県
小
布
施
町
は
、
花
を

魅
力
の
一
つ
と
し
て
観
光
客
を
集

め
て
い
る
。
本
市
も
小
布
施
町
の

よ
う
な
、
花
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
取
組
が
で
き
る
と
い
い
と

思
う
が
、
市
の
見
解
を
。

福
原
悟
都
市
整
備
部
長
　
花
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

都
市
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
上
で

大
変
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
小

布
施
町
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
、

来
訪
者
の
増
加
等
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
繋
が
る
よ
う
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
第
６
次
宇
都
宮
市
総
合
計
画

策
定
②
地
方
創
生
と
広
域
地
方

計
画
③
中
期
財
政
計
画
と
平
成

29
年
度
予
算
編
成
④
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事

業
◆
医
療
政
策
に
つ
い
て

①
本
市
の
担
う
医
療
政
策
②
二

次
救
急
医
療
体
制
③
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

う
つ
の
み
や
病
院

◆
農
業
政
策
に
つ
い
て

①
米
作
政
策
②
６
次
産
業
化

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
政
策

に
つ
い
て

①
条
例
制
定
と
組
織
拡
充
②
経

済
分
析
に
よ
る
支
援

◆
都
市
観
光
に
つ
い
て

◆
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
豊
郷
地
区
の
自
然

　
―
水
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

現
在
の
鬼
怒
川
の
「
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
改
定
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
行
く
の
か
。
ま
た
、
姿
川
、

田
川
に
お
け
る
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
改
定
に
向
け
た
対
応
は
。

田
辺
義
博
建
設
部
長
　
的
確
な
避

難
行
動
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
平

成
29
年
夏
を
目
途
に
「
鬼
怒
川
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
改
定
・

公
表
。
姿
川
や
田
川
に
つ
い
て
は

「
洪
水
浸
水
想
定
区
域
」
の
公
表

の
際
、
速
や
か
に
「
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
改
定
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
②
競
輪

事
業

◆
上
河
内
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

◆
児
童
虐
待
対
策
に
つ
い
て

◆
空
き
家
の
有
効
活
用
と
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

①
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促

進
②
空
き
家
を
利
用
し
た
各
種

ツ
ー
リ
ズ
ム

◆
農
業
政
策
に
つ
い
て

①
農
産
物
の
販
路
拡
大
②
耕
作

放
棄
地
の
対
策

◆
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
施
設

の
整
備
と
統
廃
合
に
つ
い
て

①
公
立
小
中
学
校
の
老
朽
化
に

伴
う
整
備
②
公
立
小
中
学
校
の

統
廃
合

　
―
立
地
適
正
化
計
画
等
に
つ
い

て
、
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
独

自
の
支
援
策
が
必
要
。
北
西
部
の

国
本
、
富
屋
、
篠
井
、
城
山
の
４

地
区
の
地
域
拠
点
に
お
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
土
地
利
用
の
イ
メ
ー

ジ
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

福
原
悟
都
市
整
備
部
長
　
国
本
、

富
屋
、
篠
井
、
城
山
の
北
西
部
地

域
は
、
「
市
街
化
調
整
区
域
の
整

備
及
び
保
全
の
方
針
」
改
定
の
中

で
、
日
常
生
活
に
必
要
な
食
料
品

や
日
用
品
を
買
う
店
舗
、
診
療
所

な
ど
の
地
域
拠
点
の
機
能
充
実
、

生
活
の
利
便
性
、
地
域
内
交
通
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
農
業
生
産
基

盤
の
保
全
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
度
の
市
税
収
入
の

見
込
み
②
「
農
業
王
国
う
つ
の

み
や
」
10
年
の
総
括
と
今
後
の

取
り
組
み
③
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

◆
障
が
い
者
施
設
に
お
け
る
安
全

対
策
に
つ
い
て

◆
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金
に
つ
い
て

◆
大
谷
地
区
の
観
光
に
つ
い
て

◆
宇
都
宮
産
米
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

◆
市
街
地
部
に
お
け
る
生
活
交
通

の
確
保
に
つ
い
て

◆
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
等
の
水
再
生
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
処
理
に
つ
い
て

◆
北
西
部
地
域
の
総
合
体
育
施
設

の
整
備
に
つ
い
て

　
―
部
活
動
内
部
に
お
け
る
人
間

の
尊
厳
を
損
な
う
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
教
師
の
過
重
負
担
と
な
っ
て
い

る
強
制
的
と
も
い
え
る
顧
問
問
題

に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
教
育

長
の
見
解
は
。

水
越
久
夫
教
育
長
　
生
徒
に
対
す

る
人
権
侵
害
行
為
で
あ
り
、
未
然

防
止
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。
教

職
員
が
顧
問
を
担
う
必
要
が
あ
る
。

外
部
指
導
者
の
活
用
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
部
活
動
指
針
に
基
づ

く
適
切
な
部
活
動
運
営
の
徹
底
を

図
り
、
教
職
員
が
意
欲
的
に
指
導

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
４
期
目
に
向
け
て
の
政
治
姿

勢
②
女
性
職
員
の
登
用
③
子
ど

も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

◆
児
童
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

①
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
②
と
ち
ぎ
保
育
士
・
保
育

所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

③
保
育
所
に
お
け
る
質
の
向
上

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

①
学
絞
教
育
に
お
け
る
教
育
の

理
念
②
民
間
人
校
長
の
成
果
と

今
後
の
登
用

◆
子
ど
も
の
家
等
に
お
け
る
障
が

い
児
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　JR宇都宮駅東口と芳賀・高根沢工業団地を
結ぶ次世代型路面電車（LRT）事業について、
石井啓一国土交通相は９月26日、宇都宮市、
芳賀町などが申請していた宇都宮芳賀ライト
レール線「軌道運送高度化実施計画」を認定
しました。実施計画の認定は、路面電車の新
設に必要な軌道法の特許取得に当たり、全線
を新設するLRTの認定は国内初、路面電車の
新設でも1944年の万葉線（富山県高岡市）以
来約70年ぶりとなります。
　計画は、JR宇都宮駅東口と芳賀・高根沢工
業団地までの14・６キロで、19の停留場が設
置されます。JR宇都宮駅と工業団地や住宅地
を結び、通勤通学や買い物などの需要が見込
まれ、ピーク時には６分間隔の運行を予定し
ています。

　宇都宮市と芳賀町が施設を整備・保有し、
市町と地元経済界などが出資する第３セクタ
ーが営業主体となる「上下分離方式」で、整
備費458億円は地元と国がほぼ半分ずつ負担
する計画です。宇都宮市と芳賀町では県にも
支援を要請しています。

　計画認定という最大の山場を越え、宇都宮

市と芳賀町は
現在、道路と
軌道の詳細設
計を進めてい
ます。
　着工には、
工事着手に必
要な国の工事
施行認可と県
の都市計画事
業認可が必要
で、今後国と
県にそれぞれ
申請すること
になります。

　自由民主党議員会では、人口減少・少子化・
超高齢化の進む中、地域の日常生活を支える
機能を備えた「コンパクトなまち」とそれら
を公共交通網で結ぶ「ネットワーク型コンパ
クトシティの形成」を目指してきました。
　LRTはその一環を支える重要な公共交通機
関です。市民の皆様の声に耳を傾け、ご理解
を得ながら、引き続き取り組んでまいります。

認定書



　宇都宮市議会は８月26日から９月27日までの33日間の会期で
平成28年第３回定例会を開き、平成28年度宇都宮市一般会計補
正予算案など、市執行部から提出された22議案、議員提出議案
４件を原案通り可決しました。
【市執行部提出議案】
◆人事案　２件
●宇都宮市教育委員会委員の任命について
●宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任について
◆予算案　６件
●平成28年度宇都宮市一般会計補正予算案
　　12億3千9百26万6千円
●平成28年度宇都宮市介護保険特別会計補正予算案など
　特別会計補正予算案　５件　計9億9千8百51万1千円
◆条例案　７件
●宇都宮市コミュニティセンター条例の一部改正
●宇都宮市印鑑条例の一部改正
●宇都宮市社会福祉審議会条例の一部改正
●宇都宮市旅館業法施行条例の一部改正
●宇都宮市中央卸売市場業務条例の一部改正
●宇都宮市手数料条例の一部改正
●宇都宮市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定
◆その他の事件議決案　７件
●工事請負契約の締結について　２件
　　宇都宮市新中間処理施設（仮称）新北清掃センター建設工事
　　清原中央公園施設整備工事（清原球場人工芝張替工）
●市道路線の認定及び廃止について
●決算の認定について
●剰余金の処分及び決算の認定について　３件

�＝以上原案通り可決

　宇都宮市議会は７月17日から22日にかけて、海外視察研修でシ
ンガポール共和国、台北市、高雄市を訪問しました。
　わが会派からは、団長の渡辺道仁議長のほか、鎌倉三郎議員、
増渕一基議員、黒子英明議員が参加しました。
　視察研修報告書は後日、市議会ホームページに掲載予定です。

●「司法修習生の待遇改善と修習期間中の給費制の復活を求める
意見書に関する陳情」� ＝採　択

台北市役所にて副市長や市幹部職員と

●人権擁護委員候補の推薦の諮問に対する答申について
●次期介護保険制度改正における軽度者への福祉用具、住宅改修の継続を求める意見書
●司法修習生の待遇改善と修習期間中の給費制の復活を求める意見書
●総合計画調査特別委員会の設置に関する決議
� ＝以上原案通り可決


